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八
、
隋
唐
～
宋
代
（
一
）
①

一
、
隋
唐
時
代
の
思
想

一-

一
、【
儒
教
】

・
唐
の
太
宗

李
世
民
は
、
六
三
〇
年
、〔

顔
師
古

〕
に
命
じ
て
『
五
経
』
を
校
定
さ
せ
る
。

り
せ
い
み
ん

1

六
三
八
年
、
〔

孔
穎
達

〕
に
命
じ
て
『
五
経
』
の
義
疏
（
仏
教
に
起
源
し
、
儒
教
や
道
教
が
模
倣
し
て

2

南
北
朝
時
代
に
盛
ん
に
作
ら
れ
た
経
典
の
講
義
録
）
を
選
定
。

◎
〔

『
五
経
正
義
』

〕（
『
五
経
』
の
正
し
い
解
釈
）

3『
周
易
』
…
王
弼
・
韓
康
伯
の
注

『
尚
書
』
…
孔
安
国
の
注
（
伝
）

か
ん
こ
う
は
く

『
毛
詩
』
…
毛

萇
・
毛
亨
の
注
（
伝
）、
鄭
玄
の
箋
。

『
礼
記
』
…
鄭
玄
の
注

も
う
ち
ょ
う

も
う
こ
う

『
左
伝
』
…
杜
預
の
注

こ
れ
に
孔
穎
達
に
よ
る
〔

疏

〕（
注
釈
の
注
釈
）
が
加
え
ら
れ
る
。

4

→
儒
教
の
経
典
に
は
公
式
の
統
一
解
釈
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
国
家
教
義
に
も
と
づ
き
、
〔

科
挙

〕
の
試
験
が
行
わ
れ
る
。

5

（
試
験
に
よ
っ
て
官
僚
登
用
の
資
格
を
与
え
る
制
度
で
、
隋
代
に
登
場
し
、
以
後
清
末
ま
で
継
続
。）

一-

二
、【
仏
教
】

・
六
四
五
年
、〔

玄
奘

〕
が
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
。
仏
教
経
典
を
翻
訳
（
新
訳
）。

6

・
〔

禅
宗

〕
…
文
字
や
書
物
に
よ
ら
ず
直
観
的
に
偏
在
す
る
真
理
を
認
識
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
な
ど
、

7

中
国
の
伝
統
思
想
と
共
通
す
る
要
素
が
多
分
に
あ
り
、
中
国
人
の
感
性
に
合
致
。

・
〔

浄
土
教

〕
…
浄
土
三
部
経
を
根
本
経
典
と
し
、
阿
弥
陀
信
仰
、
浄
土
信
仰
を
説
く
。

8

浄
土
と
い
う
死
後
の
救
済
の
地
を
約
束
し
、
凡
夫
こ
そ
が
念
仏
を
唱
え
る
だ
け
で
救
済
さ
れ
る
と
説
く
。

唐
代
以
降
、
中
国
の
一
般
大
衆
の
絶
大
な
支
持
を
得
る
。

一-

三
、【
道
教
】

・
唐
の
皇
帝
家
が
道
教
の
開
祖
と
し
て
神
格
化
さ
れ
た
老
子
（
李
耳
）
と
同
じ
李
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
優
遇
さ
れ
、
厚
い

り

じ

信
仰
を
受
け
る
。
老
子
と
皇
帝
家
を
結
び
つ
け
た
〔

王
遠
知

〕
に
よ
り
、
上
清
派
が
重
用
さ
れ
る
。

9

ま
た
、『
老
子
』『
荘
子
』
の
注
釈
を
著
す
者
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

一-

四
、【
古
文
運
動
と
儒
教
の
再
生
】

儒
教
は
『
五
経
正
義
』
の
成
立
以
来
、
長
ら
く
停
滞
を
続
け
る
。

中
唐
に
入
り
、
科
挙
官
僚
た
ち
を
中
心
に
し
て
儒
教
改
革
の
気
運
が
起
こ
る
。

→
〔

古
文
運
動

〕

10「
四
六
駢
儷
体
」
の
美
文
を
廃
し
、
古
代
の
質
実
な
文
に
復
帰
せ
よ
。

し
ろ
く
べ
ん
れ
い
た
い

文
学
の
枠
を
越
え
て
、
古
代
の
聖
人
の
道
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
哲
学
と
政
治
と
の
運
動
に
展
開
。

・
〔

韓
愈

〕
…
儒
教
を
尊
崇
、
仏
教
・
道
教
を
排
斥
。

11『
原
道
』
…
儒
教
の
道
は
、
堯
→
舜
→
禹
→
殷
の
湯
王
→
周
の
文
王
・
武
王
・
周
公
→
孔
子
→
孟
子
と
受
け
継
が

れ
た
と
述
べ
る
。
→
〔

「
道
統
」

〕
の
思
想
。
孟
子
を
高
く
評
価
。

12

『
原
性
』
…
性
三
品
説
に
情
三
品
説
を
加
え
て
た
人
性
論
を
唱
え
る
。
弟
子
の
李
翱
に
よ
っ
て
展
開
（
『
復
性
書
』
）
。

り

こ

う

韓
愈
・
李
翱
の
性
・
情
の
人
性
論
や
聖
人
可
学
論
は
、
宋
代
の
儒
教
に
受
け
継
が
れ
る
。

・
〔

`

柳
宗
元

〕
…
注
釈
の
権
威
の
束
縛
を
脱
し
、
合
理
的
に
古
典
を
研
究
す
る
批
判
主
義
的
学
風
を
受

13

け
継
ぐ
。『
非
国
語
』
を
著
す
。
超
自
然
現
象
を
信
じ
ず
、
天
人
相
関
思
想
を
否
定
。

劉

禹

錫
は
、
柳
宗
元
の
『
天
説
』
を
発
展
さ
せ
、『
天
論
』
を
著
す
。

り
ゅ
う
う
し
ゃ
く

◎
〔

儒
仏
道
三
教
の
鼎
立

〕

14こ
の
時
代
、
儒
仏
道
三
教
が
お
お
む
ね
平
和
裡
に
共
存
し
、
人
的
に
も
思
想
的
に
も
実
り
多
い
交
流
が
行
わ
れ
た
。

〔

『
開
成
石
経
』

〕
…
唐
王
朝
が
一
貫
し
て
儒
教
を
重
視
し
た
証
拠
。

15

二
、
近
世
の
始
ま
り
―
唐
か
ら
宋
へ
―

・
七
五
五
年
、
唐
の
玄
宗
時
代
に
起
こ
っ
た
安
史
の
乱
を
境
に
衰
え
は
じ
め
、
九
〇
七
年
に
滅
亡
。

五
代
と
い
う
分
裂
時
代
を
経
て
、
九
六
〇
年
、〔

趙
匡
胤

〕（
太
祖
）
が
宋
を
建
国
。

16

漢
・
唐
と
は
違
っ
て
領
土
が
小
さ
め
で
、
外
向
き
に
拡
大
発
展
す
る
よ
り
も
、
国
内
に
お
い
て
内
向
き
に
発
展
。

〔

唐
宋
変
革

〕
…
唐
か
ら
宋
に
至
る
間
に
起
こ
っ
た
変
動
。

17



- 隋唐・宋代1-2 -

三
国
時
代
～
唐
代
…
中
世

貴
族
階
級
全
盛
の
時
代

宋
代
以
降
～
清
代
…
近
世

階
級
が
流
動
化
し
て
一
般
市
民
が
登
場
、
活
躍
す
る
時
代
。
→
近
代
へ

・
宋
代
文
化
の
背
景

①
科
挙
制
度
の
整
備
と
文
人
官
僚
の
活
躍
…
「
学
問
的
実
力
」
の
社
会
へ
と
変
換
。
武
官
よ
り
文
官
を
優
遇
。

②
新
興
士
大
夫
の
登
場
…
儒
教
の
教
養
を
身
に
つ
け
た
人
々
が
都
市
だ
け
で
な
く
農
村
、
庶
民
層
か
ら
出
現
。

③
商
業
の
発
達
…
全
国
の
物
資
が
水
路
を
通
じ
て
集
ま
る
。
貨
幣
流
通
も
増
大
。

④
新
し
い
書
き
言
葉
…
「
古
文
」
と
い
う
散
文
ス
タ
イ
ル
が
定
着
。
感
情
よ
り
も
分
析
と
論
理
を
重
ん
じ
る
。

〔

唐
宋
八
大
家

〕
…
韓
愈
・`

柳
宗
元
・
欧
陽
脩
・
曾

鞏
・
王
安
石
・
蘇
洵
・
蘇
軾
・
蘇
轍

そ
う
き
ょ
う

そ
じ
ゅ
ん

そ
し
ょ
く

そ

て

つ

18

⑤
印
刷
と
情
報
革
命
…
四
大
発
明
（
紙
・
火
薬
・
羅
針
盤
・
印
刷
技
術
）。
書
物
が
大
量
に
出
版
さ
れ
る
。

⑥
書
院
と
民
間
教
育
の
発
展
…
私
立
学
校
・
学
塾
で
あ
る
「
書
院
」
が
発
達
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
清
末
す
な
わ
ち
二
十
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
、
漢
民
族
の
核
と
な
る
伝
統
文
化
を
か
た

ち
づ
く
っ
た
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
も
波
及
し
、
文
化
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

三
、
儒
教
の
復
興

・
新
興
の
士
大
夫
に
よ
っ
て
儒
教
が
復
興
。

唐
代
…
「
注
疏
」
の
学
、「
五
経
正
義
」
と
い
う
国
家
的
統
一
解
釈
も
作
ら
れ
る
。
→
〔

「
訓
詁
」

〕
の
学
。

19

宋
代
…
〔

「
義
理
」

〕
の
学
（
義
理
と
は
道
理
、
真
理
の
意
味
）
が
起
こ
り
、
儒
教
が
再
浮
上
。

20

◎
〔

「
四
書
」

〕
の
選
出
…
『
論
語
』『
孟
子
』
『
大
学
』『
中
庸
』

21

・
「
行
動
す
る
儒
者
」
…
宋
代
儒
教
の
特
色
の
一
つ
は
、
そ
の
実
践
性
。

三-

一
、〔

范
仲
淹

〕

22

宋
代
思
想
が
新
し
い
様
相
を
帯
び
る
の
は
建
国
後
し
ば
ら
く
後
、
仁
宗
の
慶
暦
時
代
か
ら
。
こ
の
時
期
の
代
表
的
人
物
。

〔

「
慶
暦
新
政
」

〕
…
政
治
改
革
。

23「
先
憂
後
楽
」
を
説
き
、
社
会
的
責
任
と
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
自
負
は
当
時
の
士
人
に
強
い
印
象
を
残
す
。

→

〔

胡
瑗

〕
…
范
仲
淹
が
太
学
教
授
に
登
用
。
宋
初
の
太
学
を
主
宰
。
二
程
の
師
。

24「
経
義
斎
」
と
「
治
事
斎
」
と
い
う
学
舎
を
作
っ
て
学
生
を
教
育
。

け
い
ぎ
さ
い

ち

じ

さ

い

「
経
義
」（
経
学
）
と
「
治
事
」（
政
事
や
国
防
、
水
利
、
暦
算
な
ど
の
実
用
的
学
問
）

儒
教
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
政
務
上
に
実
践
す
る
と
い
う
方
針
の
も
と
、
教
育
界
に
新
風
を
吹
き
込
む
。

→

〔

孫
復

〕
…
「
夷
狄
を
攘
い
て
中
国
を
救
う
」
と
い
う
民
族
主
義
を
鼓
吹
。

25周
囲
の
異
民
族
国
家
に
圧
迫
さ
れ
て
い
た
宋
代
の
思
想
的
一
基
調
。
→
日
本
の
幕
末
の
尊
王
攘
夷
思
想
へ
。

三-

二
、〔

欧
陽
脩

〕
…
合
理
的
知
性
の
持
ち
主
。

26

『
易
童
子
問
』
で
は
従
来
孔
子
の
作
と
さ
れ
て
い
た
十
翼
（
『
易
』
に
付
さ
れ
る
十
篇
の
解
説
）
を
孔
子
の
作
で
は

え
き
ど
う
じ
も
ん

な
い
と
し
、『
詩
本
義
』
で
は
注
疏
の
誤
り
を
指
摘
す
る
。

→
〔

「
疑
経
」

〕
…
自
由
な
立
場
で
経
典
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
態
度
。

27

『
新
唐
書
』
で
漢
代
以
来
の
〔

神
秘
的
災
異
説

〕
を
批
判
（
天
人
相
関
説
を
載
せ
な
い
合
理
性
）
。

28

金
石
文
研
究
の
先
駆
者
、
古
文
運
動
の
指
導
者
。

三-

三
、〔

王
安
石

〕
…
欧
陽
脩
に
よ
っ
て
登
用
。

29

〔

「
新
法
」

〕
…
儒
教
の
理
念
を
実
践
し
、
社
会
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
。

30個
人
的
に
は
『
孟
子
』、
政
治
的
に
は
経
書
の
『
周
礼
』
に
よ
る
。

『
周
官
新
義
』
…
鄭
玄
ら
の
注
疏
の
解
釈
を
離
れ
た
、
『
周
礼
』
の
政
治
性
を
最
も
発
揮
し
た
注
。

「
三
経
新
義
」
の
一
つ
と
し
て
科
挙
試
験
の
標
準
的
解
釈
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

そ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
〔

孟
子

〕
の
地
位
が
飛
躍
的
に
向
上
。

31

・
統
制
経
済
に
よ
る
国
庫
の
増
収
と
文
人
官
僚
の
思
想
統
一
を
目
指
す
。

国
家
権
力
を
バ
ッ
ク
に
し
た
強
引
な
手
法
が
士
大
夫
た
ち
の
反
感
を
か
い
、
当
初
こ
れ
に
賛
同
し
て
い
た
人
々
が

反
対
に
ま
わ
っ
た
結
果
、「
新
法
党
」
対
「
旧
法
党
」
と
い
う
政
治
党
争
が
起
こ
る
。

（
旧
法
党
…
司
馬
光
、
蘇
軾
・
蘇
轍
兄
弟
ら
。
性
急
な
国
家
統
制
策
に
反
対
、
穏
健
で
着
実
な
道
を
選
ぶ
。）

→

〔

沈
括

〕
…
新
法
の
官
僚
と
し
て
活
躍
。

32

『
夢
渓
筆
談
』
…
医
薬
・
天
文
暦
法
・
地
質
・
地
理
・
物
理
化
学
・
建
築
土
木
に
関
す
る
記
述
。

三-

四
、〔

司
馬
光

〕
…
旧
法
党
の
リ
ー
ダ
ー
。
二
程
（
程
顥
・
程
頤
）
と
親
密
な
交
際
が
あ
る
思
想
家
。

33

『
資
治
通
鑑
』
…
編
年
体
の
歴
史
書
。

し

じ

つ

が

ん

『
書
儀
』
…
冠
婚
葬
祭
儀
礼
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

し

ょ

ぎ
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